





































































































重母音を含む2音節語)， novio (二重母音で終わる2音節語)， grande (-eで終わる2音
節語)， flor (子音で終わる単音節掛のような基体語の形樹薄造のいくつかのタイプを
比較し，その実態を観察する。前述のコーパスのデータを他の研究の調査倍果やデータ
ベースで補完することによって得られたスペイン舘圏全域のデータに基づいて，各地域
における異形態の出現伏況を展望し，さらに，異形態の現れる要因や傾向を指摘する。
また，いくつかの蝿蛾間で，異形態の使用状況に類似性が見られることも明らかになり，
それがこれまで、提案されてきた方言区画と一致点を持つことも示される。そして最後に，
縮小辞として無標であるーito以外の類義形態が持つ意味の傾向を観察し，また，各都市
において見られる語葉化の程度の高い縮小辞形の指摘を行う。
言語における言諸や聞き手の属性の影響を研究する通層的視長は，新面接尾辞とし1う
話者がその主観的評価を示すために栴主する言語形式に関しては，特に興味深いもので
あると言える。そこで，第3部では，縮小辞の研究においてこれまではしかるべき対処
がなされてこなかった語用論的側面と社会言語学的側面をテーマとしている。したがっ
て，まず努5章では，言吾用論，社会言語学における先行研究を，縮小辞との関連を考慮、
しながら検討する。前者については，ポライトネス理論において縮小辞がどのように機
能するものとして扱われているかを概観し，特にその和らげ，強意という働きについて
考察する。また，後者の社会言語学制則面については，これまで、の縮小開肝究に見られ
る話者の属性に関する記述を離忍する。
それらの成果を参考として，第6章では，スペイン語母語話者の協力を得て実施した
アンケート調査の結果分析を行う。アンケートで考慮した要素は，話者と聞き手それぞ
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れの性，世代，聞き手の地位(職業乱話者と聞き手の親疎関係と相対年齢，縮小辞の用、
いられる発話の文脈である。まず，インフォーマントから得られた回答結果がそれぞれ
示され，各話者に栴主している縮小開吏用に関する内的体系を把握することが試みられ
る。全体的な傾向が観察されるのと同時に，インフォーマントによって異なる制約が作
用していることも明らかになる。続いて，すべての回答結果をまとめた統計的分析を行
う。その結果，性，世代とし1った話者や聞き手の属性，語用論的文脈など上記の要素は，
程度の差はあってもすべてが縮小吉判吏用に関与的で、あるということが示される。中でも
特に，聞き手が子供の場合に，話者の条件を問わず，最も縮小辞が使用されやすいこと，
成人男性は縮小辞使用を避ける強し傾向があり，同じ男性でも老人の場合にはその傾向
が見られないこと，若い女性が最も聞き手の条件に敏感なこと，聞き手が話者にとって
親しい人物であるか否かが重要な要因であること，発言街子為のうち，依頼や要求とし1っ
た話者の側からの働きかけが強い場合に，縮小辞使用に関する条件がより厳L-v\~いう
こと，などの結果が指摘できる。
以上のように，本論文は，これまでのスペイン官蹴倒、辞研究に残されできた空隙を埋
めることに貢献するとともに，スペイン官醗制、辞の実態を複数の側面から明らかにする
ことを目指したものである。また，縮小辞はその性質から客者見的な記述が必ずしも容易
、ではないが，本論文では，あくまでも実例やアンケート調査など明示的データに依拠す
ることによって，その課題を克服することも試みている。
論文審査の結果の要旨
西村君代氏の博士論文「スペイン語縮小辞について・ー形態・意味機能と通所・通層的分
析」は，スペイン語縮小辞の形態・意味機能と通所・通層的分析を行ったものであるo縮
小辞はロマンス諸語に広く存在するが，特にスペイン語の語形成において重要な生産的要
素であることに着目している。縮小辞は話者の感性を微妙に表現する有効な手段でその用
法は多岐にわたるが，一般派生接尾辞と異なり評〆価接尾辞であるという特質上，客観的な
記述が困難な面がある。しかし 3 西村氏は縮小辞の形態面のみならず，音声・統語・語葉・
語用論・話者の社会的属性をも併せて考察しているo縮小辞そのものは明確な意味を持た
ず2 実際の意味は各文脈で具体的に決定されるので，いかなる文脈で誰によっていかなる
人物に対して用いられるのかという事実は少なからぬ意義を有し，話者の社会的属性など
も考慮した，より綿密な研究へとつながる好論文である o
論文は3部から成り立っている。第1部で、は縮小辞がスペイン語形態論の中でどのよう
な位置を占めるかの理論的確認がなされているo 縮小辞の基本的な意味に関する伝統的な
議論を網羅的に考察し r縮小」という概念を内在的に備えた「主観的評価のしるし」であ
ると明解に定義している。接尾辞の一種である縮小辞はいくつかの特徴を有していて，意
味的に中立であるが，同氏は評価接尾辞という下位分類を明確に設定した。そして，基体
語の語根内部に現れる縮小辞 (C紅l-it・os)は，形態論的には接中辞であるが，話者のもつ
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語形成規則では縮小辞は接尾辞として存在するので，このような例は特殊な要因に起因す
る例外であり，縮小辞は接尾辞で、あるという分析は簡潔・明瞭な結論である。
第2部の縮小辞の通所的分析で、は，縮小辞の示す地理的バリエーシヨン・多様性・均一
性をスペイン語圏約-20カ国の中から 12都市にわたって調査・分析した。各都市における
縮小辞の使用状況を量的・質的な側面を配慮して比較・観察した。その結果，アメリカの
スペイン語で、は縮小辞が頻用・乱用されるという一般的概念を修正し，縮小辞による派生
にかかる意味的・統語的制約が少ない都市では縮小辞使用の頻度が高く，へito"が標識と
して最も中立で意味機能的に柔軟性のある，無様の縮小辞で、あるという結論を導くに至り，
さらにへito"以外の類義形態が持つ意味の傾向を観察し，各都市における語棄化の程度の
高い縮小辞形の指摘をしたことは，先行研究が不十分な中にあって快挙と言える。同時に，
縮小辞の形態面のみならず，基体語との統語的・語葉的関係も考慮に入れたのは独創的な
研究方法であるo純粋な意味では異形態といえない「類義形態」と本来の「異形態」とい
う概念を区別する発想は的確で示唆に富んでいるo
第3部ではs今まで、十分になされなかった語用論的側面と社会言語学的側面を考慮して
評価縮小辞の通層的研究を行っているが，その観点は第1部で得られた結論の再確認の意
味を有し，斬新な調査研究であるo先行研究よりも広範囲にわたる詳しいアンケート調査
の結果得られた，性・世代といった話者や聞き手の属性・語用論的文脈などは縮小辞の使
用に関して関与的であるという結論には3 ポライトネス理論に照らしてみても説得力があ
るD
氏の論文は，記述にやや冗長の面があるものの 3 スペイン語縮小辞の実体を複数の面か
ら明らかにし，これまでのスペイン語縮小辞研究がし残してきた空隙を埋めるのに貢献し
ていることが積極的に認められる o
氏は239にわたる参考文献を読みこなし，多面的に綿密な分析を加えているo論文を通
じて分析力に優れ，論旨に無理な飛躍もなく，結論は印象論に基づくものではなく，独創
的で説得力があり，レジメは達意のスペイン語で書かれていることを総合的に判断した結
果，今後スペイン語言語学研究に多大な貢献することが期待されることから，同氏に博士
(言語文化学)の学位を授与することに，審査委員全員が一致した。
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